
『私を創ってくれた３つの作品』

スペースデザイン部会員　伊藤 哲郎

1.「DER SCHWARZE-SPANNENDE WALD」

　
1988 年 . 第 52 回新制作展出品（w..2400xd.600xh.600)

1980 年の初出品から数年間は、普段の建築設計の延長線のように設計図面をもとに計画を進め、木材やエポキシ樹脂を使
た作品を制作していました。今思えばかなり堅苦しい制作プロセスでした。そんな中、ちょっとした悪戯と発見から展開し
出来上がったのがこの作品です。木炭粉を混入したエポキシ樹脂で、ストッキングの繊維構造が作る面白いフォルムを定着
させました。様々な素材の実験や仕掛け・道具の検討、力とフォルムの呼応といった制作過程での収穫が、その後十数年間
の作品の糧となりました。

2.「saner V」

2007 年 . 第 71 回新制作展出品（w..2400xd.750xh.1800)

今ではほとんど使われなくなったコンクリートの排水桝を利用した作品でシリーズの三作目です。土木建材屋の店先でこの
コンクリート桝達に出会ってから、私のコンクリート作品が始まりました。全部で 7 種類のバリエーションがあったかと思
います。2 方、3 方から来た排水が円形の桝の中で合流する、その合流点の機能一辺倒の無作為の造形が何とも愛らしく感
じられました。既存の製品からモジュールを抽出・展開し、水の流れるフォルムをアレンジしながら擬人化した作品です。
コンクリートも樹脂と同様に固まれば強固な素材ですが、硬化前は流体で形のない素材です。形を得るまでのプロセスも樹
脂と似ています。

3.「saner VIII」

　
2011 年 . 第 75 回新制作展出品（w..2400xd.750xh.600)

1は樹脂の軽さがフォルムを作る作品。これはコンクリートの重さがフォルムを作る作品です。ビニールの米袋にコンクリー
トを流し込み、台に腰掛けたり寝そべったりさせながら硬化させました。その重さでパンパンに張ったビニール袋のフォル
ムがコンクリートに移し込まれます。フォルムの実験には水を使うのですが、コンクリートの比重はその 2.3 倍ですので、
ある程度は想定しながらも一発勝負の力業やアドリブが必要となり、それが又、予想外の効果を生むこともあります。樹脂
とストッキング等を使った過去の作品とも類似していますが、制作者の行為がダイレクトに作品のフォルムに反映される感
覚や、硬化した後は手も足も出せない、その潔さみたいなものに魅力を感じていました。

伊藤 哲郎さん プロフィール

※息子の結婚式の時の写真です。

　1976 年　東京造形大学ヴィジュアルデザイン専攻卒業
　1979 年　大学の恩師のアトリエ /設計室MORI に入室 .12 年後に独立
　1987 年～ 1999 年 . 日本デザイン専門学校非常勤講師
　1991 年　 ( 株 ) ネクサス・プランニング／一級建築士事務所を東京都国立市に設立
　1994 年　東京都小平市に本社移転
　2006 年　静岡県浜松市に本社移転
　2011 年～ 2015 年 . 浜松市景観審議会委員
   --------------------------------------------------------------------------
　1980 年～新制作展出品 .(1988,1990,1996 年に新作家賞受賞 )
　1995 年　長崎県住宅コンクール優秀賞受賞
　2000 年　天竜／木の家デザインコンクール優秀賞受賞
　2002 年　天竜／木の家デザインコンクール優秀賞受賞

　新制作協会会員／一級建築士／静岡県文化財建造物監理士／
　静岡県建築士会まちづくり委員
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